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平成 27年度 大阪大学 FDフォーラム 
研修 C 「授業で TAを活用するコツ」 
ＳＴＡ関連補足資料 ＳＴＡ業務報告書内容の紹介 
２０１５年９月７，８日 









（STA特記事項） 今学期、授業担当教員に毎回どのように STA Session をリードしてい
けば良いかをチェックしていただき、STA 自身も勉強が出来る大変重要な機会になりまし
た。授業担当教員には、授業準備の時間以外に STA を指導する時間を作ることが負担にな
るかと思いますが、授業担当教員のご指導は、STA にも、STA Session に参加する学生に
も、大変重要だと思います。 
（担当教員コメント） とくに STA セッション（毎週講義の次の日の休み時間に 60 分講義) 
に尽力してくれました．熱心な指導で学生からの評判も良かったです．今年の学生の理解
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◎　うまくいかなかった点     （困難が予想される点）
◎　うまくいった点    （こうなればいいなという点）
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